
自閉症児・者に対するスポーツ指導について 
－文献による調査研究－ 

亀田 翔太 （生涯スポーツ学科 地域スポーツコース） 
指導教員 金田 安正 

キーワード：自閉症 運動・スポーツ 文献調査 
Ⅰ はじめに 

筆者は大学に入り、障害のある方に対して

様々な運動・スポーツ指導を行ってきた。その

中で苦労したのが自閉症児・者への指導である。 
自閉症とは、社会性・コミュニケーション・

こだわりの３つの特徴を中心とする障害であ

る。しかし、その他に模擬能力、知的レベルな

ど様々な問題を併せもつ者がいる。このような

自閉症の特徴や個人差が原因で指導に行き詰

ることが多かった。 

そこで本研究では、自閉症児・者に対するス

ポーツ指導について書籍・機関誌等の文献を調

査し、いろいろな指導法を把握し、さらに、筆

者や第三者が指導につまずいた時の手だてと

なるように、調査内容をまとめ、整理すること

を目的とする。 

Ⅱ 方法 
１ 調査方法 

 本学や大阪教育大学付属図書館、大阪府立図

書館等での調査。 

２ 対象となる文献 

（１）文献の種類 

   ・書籍 

・機関誌（○○研究会などが発行する雑誌等） 

（２）対象となる障害 

自閉症や自閉的傾向、高機能自閉症、アスペ

ルガー症候群などの発達障害を対象とする。 

（３）内容 

・運動、スポーツ、体育、遊び、療法 など 

Ⅲ 結果・考察 
１ 調査数 

調査した文献数は書籍 29 冊、機関誌 38 冊

であった。 
２ 項目の分類 

文献から３つの項目（指導法・指導目的・運

動種目）に大別することができた。次に、その

概要を示す。 

１） 指導法・療法 
「視覚的手がかり」「場・時間。手順の構造

化」を含む「ＴＨＡＣＣＨプログラム」の使わ

れる方法が多くみられた。その他、ＴＨＡＣＣ

Ｈプログラムと同様の方法が使われている「応

用行動分析」や「感覚統合療法」、「ムーブメン

ト教育」の考えを生かした方法などが見られた。 
２）指導目的・ねらい 
コミュニケーションを苦手とする自閉症に

対し、｢人とのかかわりを深める｣「集団活動」

が指導目的として多くみられた。その他、「社

会性」「模擬能力」「感覚機能」などを目的にし

た文献がいくつか見られた。 

３）運動種目・プログラム 
自閉症が好んで行う「水泳」「トランポリン」

「キャスターボード」が運動種目として多くみ

られた。また、「サッカー」「運動会」など自閉

症が苦手とする運動種目を工夫することで、参

加できるようにした文献がいくつか見られた。 

 Ⅳ おわりに 
運動・スポーツのあり方、とくに、実践を通

した指導法・指導目的・運動種目を把握するこ

とができた。 

今後は調査した内容を自分の実践に生かし

ていきたい。また、実践報告などできるだけ多

くの文献を読み、より良い指導が行えるように

していきたい。 
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